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一
般
会
計
予
算
は
、
新
「
道

の
駅
」
の
ア
ク
セ
ス
道
路
設

計
・
地
質
調
査
に
１
９
９
０

万
円
、
国
の
幼
保
無
償
化
に

伴
う
施
設
等
利
用
給
付
費
７

４
５
万
円
余
、
前
回
定
例
会

で
陳
情
採
択
し
た
台
湾
善
化

区
と
の
交
流
推
進
事
業
40
万

円
等
、
計
１
億
３
０
７
５
万

円
を
追
加
補
正
し
、
総
額
１

２
４
億
６
４
７
７
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

（
４
・
５
頁
参
照
）

消
費
増
税
に
伴
い
市
施
設

の
利
用
料
が
改
訂
さ
れ
ま
し

た
。
一
部
未
改
訂
も
あ
り
ま

す
。 

（
６
頁
参
照
）

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条

例
が
可
決
。
２
０
２
４
年
の

森
林
環
境
税
施
行
に
先
立
ち

自
治
体
に
配
分
さ
れ
る
譲
与

税
で
基
金
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。 

（
７
頁
参
照
）

鶴
川
内
中
学
校
に
お
い
て

草
払
い
機
で
小
石
を
跳
ね
、

乗
用
車
に
損
害
を
与
え
た
こ

と
に
よ
り
損
害
賠
償
す
る
専

決
処
分
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
29

年
度
、
今
年
は
じ
め

に
続
く
再
三
の
事
故
で
、
強

い
注
意
喚
起
が
必
要
で
す
。

一
般
会
計
予
算

１
２
４
億
円
に

条　

例

専
決
処
分

西回り自動車道（仮称）大川インター付近での新道の駅イメージ

　定例会

会計年度任用職員制度　会計年度任用職員制度　来年度から来年度から

新 道の駅アクセス設計 / 幼保無償化等　新 道の駅アクセス設計 / 幼保無償化等　補正予算補正予算

市
役
所
の
臨
時
・
嘱
託
等

の
職
員
は
、
来
年
度
か
ら
国

が
定
め
る
会
計
年
度
任
用
職

員
と
な
り
、
期
末
手
当
が
支

給
さ
れ
る
な
ど
全
国
的
に
勤

務
条
件
が
統
一
さ
れ
、
年
度

毎
に
採
用
さ
れ
ま
す
。

（
５
頁
参
照
）

臨
時
・
嘱
託
職
員

会
計
年
度
任
用
へ

教
育
委
員
会
委
員

中
野 

真
理
氏
（
潟
） 

再

監
査
委
員

花
田 

清
治
氏
（
西
目
） 

新

固
定
資
産
評
価
委
員
会
委
員

大
田 

俊
雄
氏
（
大
川
） 

再

新
＝
新
任　

再
＝
再
任

人　

事

学
校
で
草
払
い
事
故
多
発
　
強
い
注
意
喚
起
を

学
校
で
草
払
い
事
故
多
発
　
強
い
注
意
喚
起
を

学
校
で
草
払
い
事
故
多
発
　
強
い
注
意
喚
起
を

学
校
で
草
払
い
事
故
多
発
　
強
い
注
意
喚
起
を
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平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
、

各
種
特
別
会
計
、
水
道
事
業

会
計
の
認
定
に
関
す
る
議
案

は
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
議
会
閉
会
中
の
審
査

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

12
月
定
例
会
で
、
委
員
長

報
告
後
、
採
決
が
行
わ
れ
ま

す
。 決　

算

９月　

継続審査継続審査　いかくら交付金調査 陳情　いかくら交付金調査 陳情

問責決議問責決議　濱門議員 市長家族へ不適切電話　濱門議員 市長家族へ不適切電話

有
害
鳥
獣
処
理
施
設
「
い

か
く
ら
阿
久
根
」
に
関
し
、

交
付
金
調
査
お
よ
び
運
営
停

止
の
原
因
究
明
等
を
求
め
る

陳
情
は
閉
会
中
の
継
続
審
査

と
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
所
管
課
へ
の
聴

取
ほ
か
、
陳
情
提
出
者
お
よ

び
同
施
設
関
係
者
か
ら
説
明

を
求
め
る
参
考
人
招
致
を
行

い
、
慎
重
に
審
議
を
行
う
こ

と
が
必
要
と
判
断
さ
れ
ま
し

た
。 陳

情　

継
続
審
査

濱
門
明
典
議
員
が
、
市
長

の
家
族
に
電
話
で
個
人
情
報

を
聞
き
出
す
等
に
よ
り
恐
怖

心
を
与
え
た
な
ど
と
し
て
、

問
責
決
議
を
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。

市
長
か
ら
抗
議
文
が
議
長

あ
て
に
出
さ
れ
、「
議
員
と

し
て
の
資
質
を
問
わ
れ
、
市

民
の
信
頼
を
裏
切
る
も
の
」

と
す
る
決
議
で
議
員
の
責
任

を
問
い
ま
し
た
。

問
責
決
議

陳
情
の
継
続
審
査

議
会
の
陳
情
へ
の
意
思
決

定
は
、
陳
情
が
提
出
さ
れ
た

議
会
会
期
中
に
な
さ
れ
る
こ

と
が
通
常
だ
が
、
委
員
会
が

時
間
を
か
け
慎
重
に
審
議
す

る
こ
と
が
必
要
と
判
断
し
た

場
合
、
議
会
の
議
決
を
経
て

会
期
終
了
後
も
継
続
し
審
査

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

問
責
決
議

首
長
や
議
員
の
不
適
当
な

発
言
や
言
動
に
対
し
、
ふ
さ

わ
し
く
な
い
、
責
任
を
問
う

必
要
が
あ
る
と
議
会
が
判
断

し
た
場
合
に
提
出
さ
れ
る
。

過
半
数
で
可
決
さ
れ
る
が
法

的
拘
束
力
は
な
い
。

行
政
行
政･･

議
会
の
基
礎
知
識

議
会
の
基
礎
知
識

国により、保育園・認定こども園を利用する３歳以上及び非課税世帯の３歳未満児の保育料が無償化された　

（市内の保育園で）
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委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

※
委
員
会
と
本
会
議
の
審
査

結
果
は
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

予

算

委

員

会

濵
﨑
　
國
治
　
委
員
長

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
及
び
簡

易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
、

２
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

バ
ス
赤
字
路
線
に
補
助

委
員

　
バ
ス
路
線
維
持
の
た

め
、
南
国
交
通
の
赤
字
路
線

に
１
６
９
万
７
千
円
補
助
す

る
が
、
ど
こ
の
路
線
か
。

課
長　

佐
潟
口
〜
出
水
・
水

俣
、隈
之
城
車
庫
〜
西
方
駅
・

阿
久
根
新
港
、
阿
久
根
市
役

所
〜
出
水
・
宮
之
城
を
経
由

し
鹿
児
島
空
港
に
至
る
３
路

線
で
あ
る
。

阿久根駅を発つ、南国交通バス

東
京
か
ら
の
移
住
者
を
支

援委
員

　
地
方
創
生
移
住
支
援

事
業
で
１
０
０
万
円
と
50

万

円
の
２
件
を
予
算
計
上
し
て

あ
る
が
、
東
京
23

区
か
ら
の

移
住
予
定
者
が
あ
る
の
か
。

課
長　

こ
の
支
援
事
業
は
、

東
京
23
区
か
ら
移
住
し
、
起

業
さ
れ
た
方
の
定
住
を
円
滑

に
す
る
た
め
支
援
す
る
も
の

で
、
１
世
帯
と
単
身
１
名
を

目
標
に
予
算
計
上
し
た
。

保
育
料
が
無
償
に

委
員

　
10

月
か
ら
の
保
育
料

の
無
償
化
の
対
象
は
。

課
長　

保
育
園
・
認
定
こ
ど

も
園
を
利
用
し
て
い
る
３
歳

以
上
の
児
童
及
び
非
課
税
世

帯
の
３
歳
未
満
児
が
対
象
に

な
る
。

委
員

　
無
償
化
の
対
象
に
な

る
児
童
数
は
何
人
程
度
か
。

課
長　

保
育
園
等
を
利
用
し

て
い
る
児
童
数
は
６
６
３
人
。

無
償
化
の
対
象
は
４
０
７
人
、

非
課
税
世
帯
の
３
歳
未
満
児

が
36
人
、
計
４
４
３
人
で
あ

る
。
無
償
化
の
対
象
外
児
童

は
２
２
０
人
で
、
約
３
分
の

２
が
無
償
化
に
な
る
。

委
員

　
無
償
化
は
、
消
費
税

の
増
税
分
で
賄
い
、
本
市
の

負
担
も
減
少
す
る
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
ど
の
程
度
の
負

担
減
に
な
る
の
か
。

課
長　

こ
れ
ま
で
８
千
万
円

か
ら
８
千
５
０
０
万
円
助
成

し
て
い
た
が
、
来
年
度
は
４

千
万
円
程
度
減
少
す
る
と
推

定
し
て
い
る
。

委
員

　
市
の
負
担
が
減
少
し

た
分
は
、
他
の
サ
ー
ビ
ス
に

生
か
し
て
ほ
し
い
。

台
湾
と
の
交
流
に
支
援

委
員

　
今
回
、
若
手
経
営
者

の
台
湾
台
南
市
善
化
区
と
の

交
流
事
業
に
補
助
金
40

万
円

を
計
上
し
て
い
る
。
一
人
当

た
り
の
旅
費
、
ま
た
、
何
人

に
補
助
す
る
予
定
か
。

課
長　

旅
費
の
額
は
、
10
万

円
か
ら
12
万
円
で
、
参
加
者

は
現
時
点
で
15
名
と
聞
い
て

い
る
。

委
員

　
交
流
事
業
へ
の
補
助

は
、
産
業
経
済
の
交
流
推
進

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
12

月

に
実
施
さ
れ
る
市
産
業
祭
に

結
び
つ
く
形
で
の
交
流
は
考

え
て
い
な
い
か
。

課
長　

善
化
区
の
行
政
関
係

者
と
の
協
議
で
産
業
祭
で
の

交
流
の
意
見
も
あ
り
、
実
施

の
方
向
で
進
め
た
い
。

森
林
の
整
備
に
基
金

委
員

　
新
し
い
環
境
税
に
よ

る
収
入
が
、
地
方
自
治
体
に

配
分
さ
れ
る
。
今
後
の
林
業

振
興
に
ど
の
よ
う
に
活
用
す

る
の
か
。

課
長　

林
業
就
業
者
が
減
少

し
て
お
り
、
人
材
の
育
成
、

担
い
手
の
確
保
、
森
林
の
整

備
、
木
材
利
用
の
促
進
、
林

道
の
保
全
等
に
活
用
す
る
。

原案可決

全会一致

補正予算

全２議案
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新
「
道
の
駅
」
整
備
へ

委
員

　
サ
ン
セ
ッ
ト
牛
之
浜

景
勝
地
整
備
事
業
で
、
連
絡

道
路
の
設
計
業
務
委
託
料
１

９
９
０
万
円
を
計
上
し
て
あ

る
。
見
取
り
図
や
完
成
予
想

図
は
あ
る
の
か
。

課
長　

大
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
と
新
「
道
の
駅
」
の
接

続
方
法
、
地
質
調
査
業
務
や

見
取
り
図
、
完
成
予
想
図
を

委
託
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
員

　
阿
久
根
小
学
校
の
跨

線
橋
の
改
修
工
事
委
託
料

２
３
６
２
万
１
千
円
が
計
上

し
て
あ
る
。
お
れ
ん
じ
鉄
道

㈱
に
工
事
を
委
託
す
る
経
費

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
全
体

の
工
事
費
は
幾
ら
に
な
る
の

か
。

課
長　

概
算
工
事
費
は
８
千

万
円
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

消
費
税
の
納
付
（
簡
易
水

道
会
計
）

委
員

　
簡
易
水
道
特
別
会
計

で
消
費
税
を
納
付
す
る
た
め

９
３
０
万
８
千
円
計
上
し
て

あ
る
が
、
今
ま
で
納
付
し
て

い
な
か
っ
た
の
か
。

課
長　

29
年
度
ま
で
は
、
工

事
費
関
係
を
多
く
支
出
し
て

お
り
、
工
事
費
の
中
で
消
費

税
を
支
払
っ
て
い
た
が
、
30

年
度
は
工
事
費
が
半
分
程
度

に
減
少
し
た
た
め
、
そ
の
分

納
付
に
な
っ
た
。

南九州西回り自動車道

至 鹿児島市

至 熊本県

イメージ図

(仮)大川ＩＣ

東シナ海

↑
既存道の駅

道の駅
予定地 新

道
の
駅
、
予
定
地

総
務
文
教
委
員
会

濵
田
　
洋
一
　
委
員
長

阿久根市会計年度任用職

員の給与、旅費及び費用

弁償に関する条例の制定

主
な
質
疑
と
答
弁

委
員

　
任
命
権
者
が
市
長
と

協
議
し
て
定
め
る
と
あ
る
が
、

こ
れ
は
任
命
権
者
だ
け
で
い

い
の
で
は
な
い
か
。

課
長　

任
命
権
者
が
市
長
と

協
議
を
す
る
と
い
う
の
は
、

例
え
ば
任
命
権
者
が
教
育
委

員
会
や
他
の
委
員
会
部
局
の

と
き
に
市
長
と
協
議
を
行
う

と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
こ
の

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

等
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会

計
等
あ
る
が
、
最
終
的
に
予

算
編
成
権
は
、
市
長
に
あ
る

の
で
他
の
任
命
権
者
と
の
協

議
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。

委
員

　
期
末
手
当
も
新
た
に

支
払
わ
れ
経
費
と
し
て
は
増

額
に
な
る
が
、
現
状
の
臨
時

職
員
が
、
会
計
年
度
任
用
職

員
に
な
っ
た
場
合
、
お
よ
そ

幾
ら
の
増
額
に
な
る
の
か
。

課
長　

現
在
の
大
ま
か
な
試

算
で
は
、
総
額
で
４
５
０
０

万
円
か
ら
５
千
万
円
程
度
の

増
額
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

委
員

　
こ
れ
ま
で
国
会
議
員

等
の
選
挙
で
従
事
さ
れ
る
方

の
経
費
は
、
国
か
ら
基
準
額

が
き
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
そ
の
基
準
額
を
改

正
後
は
支
払
う
と
い
う
こ
と

か
。

課
長　

そ
の
都
度
額
が
変
更

に
な
っ
て
い
た
分
を
改
正
し

て
い
た
が
、
国
の
法
律
に

よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
も
の
は
、

そ
の
改
定
額
を
支
給
す
る
と

い
う
こ
と
に
改
正
し
た
も
の

で
あ
る
。

原案可決

全会一致
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主
な
質
疑
と
答
弁

委
員

　
総
合
体
育
館
の
放
送

設
備
を
５
０
０
円
か
ら
５
５

０
円
に
10

％
値
上
げ
す
る
こ

と
と
、
今
回
の
、
消
費
税
、

地
方
消
費
税
の
税
率
の
改
正

に
よ
る
増
額
は
当
て
は
ま
ら

な
い
よ
う
に
思
う
が
。

課
長　

こ
れ
ま
で
こ
の
使
用

料
５
０
０
円
だ
け
が
改
正
さ

れ
て
お
ら
ず
、
元
の
価
格
の

ま
ま
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ

に
１
・
１
を
掛
け
て
５
５
０

円
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

委
員

　
改
正
内
容
を
み
る
と

10

円
と
か
20

円
の
値
上
げ
で

あ
る
が
、
計
算
式
が
あ
る
の

か
。
ま
た
上
が
ら
な
い
も
の

も
あ
る
の
か
。

課
長　

現
在
の
額
か
ら
消
費

税
転
嫁
前
の
使
用
料
等
を
算

出
し
、
10
％
を
乗
じ
て
算
出

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
現
行

の
６
１
０
円
を
１
・
08
で
割

る
と
税
抜
額
５
６
４
・
81
円

が
で
る
。
そ
れ
に
１
・
１
を

掛
け
る
と
６
２
１
・
29
円
と

な
り
、
10
円
未
満
の
端
数
を

切
捨
て
て
６
２
０
円
と
い
う

考
え
方
に
な
る
。
こ
の
よ
う

に
計
算
す
る
と
一
部
に
お
い

て
は
、
金
額
が
変
わ
ら
な
い

も
の
も
あ
る
。

委
員

　
阿
久
根
市
独
自
の
判

断
で
上
げ
る
、
上
げ
な
い
は

決
め
て
い
い
こ
と
か
。

課
長　

地
方
自
治
法
の
中
で

は
、
公
の
施
設
利
用
に
つ
き

使
用
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
使

用
料
に
つ
い
て
は
、
条
例
で

定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

利
用
者
が
受
け
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
対
価
で
あ
る

の
で
、
そ
の
受
益
に
応
じ
た

負
担
と
い
う
観
点
か
ら
、
今

回
、
引
き
上
げ
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

委
員

　
今
回
、
消
費
税
２
％

の
増
税
が
利
用
者
に
与
え
る

影
響
は
い
く
ら
か
。

課
長　

今
回
13
の
条
例
を
改

正
し
た
場
合
、
影
響
額
に
つ

い
て
は
17
万
５
千
円
ほ
ど
を

見
込
ん
で
い
る
。

主
な
討
議

委
員

　
消
費
税
の
税
率
の
改

正
に
伴
う
関
係
条
例
の
中
で
、

す
ぐ
に
判
断
で
き
な
い
よ
う

な
価
格
の
変
更
が
あ
っ
た
の

で
、
は
っ
き
り
理
由
等
が
わ

か
る
よ
う
に
、
今
後
は
説
明

を
お
願
い
す
る
。

原案可決

全会一致

税条例等の

条例改正

主
な
質
疑
と
答
弁

委
員

　
扶
養
親
族
申
告
書
を

扶
養
親
族
等
申
告
書
に
改
め

る
が
、
等
が
入
っ
た
と
こ
ろ

で
扶
養
親
族
の
範
囲
が
違
っ

て
く
る
の
か
、
あ
る
い
は
拡

大
さ
れ
る
の
か
。

課
長　

婚
姻
し
て
い
な
い
方

や
、
配
偶
者
の
生
死
が
明
ら

か
で
な
い
状
態
で
扶
養
を
さ

れ
て
い
る
方
を
、
単
身
児
童

扶
養
者
と
し
て
新
た
に
設
定

し
た
た
め
、
等
が
入
っ
た
。

こ
の
方
に
つ
い
て
は
、
合
計

所
得
金
額
が
１
３
５
万
円
を

超
え
な
け
れ
ば
令
和
３
年
度

か
ら
非
課
税
の
対
象
に
加
え

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

委
員

　
単
身
児
童
扶
養
者
と

い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
は
扶

養
親
族
で
な
か
っ
た
の
か
。

課
長　

こ
れ
ま
で
の
寡
婦
、

特
別
寡
婦
と
い
う
制
度
の
該

当
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
今

回
、
こ
こ
に
単
身
児
童
扶
養

者
を
含
め
る
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

消費税及び地方消

費税の税率の改正

に伴う条例の制定

原案可決

賛成多数

産
業
厚
生
委
員
会

岩
﨑
　
健
二
　
委
員
長

主
な
質
疑
と
答
弁

委
員

　
他
の
路
線
で
、
新
し

い
道
路
が
で
き
て
も
県
道
の

ま
ま
の
も
の
が
あ
る
が
、
こ

こ
も
県
道
の
ま
ま
に
し
て
お

く
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

課
長　

他
の
路
線
は
移
管
協

議
中
で
あ
り
、
改
修
が
済
ん

だ
ら
市
が
引
き
取
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

委
員

　
移
管
協
議
が
整
っ
た

と
は
、
具
体
的
に
ど
う
い
う

状
況
を
言
う
の
か
。

課
長　

こ
の
路
線
に
お
い
て

は
、
蓋
板
の
整
備
を
条
件
と

し
て
い
る
。

委
員

　
そ
の
他
側
溝
な
ど
の

改
良
し
た
方
が
い
い
場
所
な

ど
は
全
て
終
了
し
て
い
る
か
。

課
長　

全
て
終
了
し
て
い
る
。

委
員

　
新
し
い
道
路
に
街
路

灯
の
設
置
陳
情
が
あ
っ
た
が
、

今
回
の
移
管
条
件
に
付
す
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

課
長　

陳
情
の
採
択
を
受
け

て
県
に
要
望
書
を
進
達
し
た

が
、
県
の
採
択
基
準
に
照
ら

し
た
結
果
、
設
置
で
き
な
い

と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

委
員

　
児
童
の
下
校
時
に
は

暗
く
危
険
で
あ
る
の
で
、
再

度
県
に
要
望
し
て
頂
き
た
い
。

課
長　

県
に
は
再
度
進
達
し

た
い
。
今
後
は
、
市
の
ま
ち

づ
く
り
計
画
等
で
、
実
行
で

き
る
可
能
性
が
出
て
く
る
か

と
考
え
る
。

市道路線（栄町

大曲線）の認定

原案可決

賛成多数
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現
地
調
査
後
の
主
な
意
見

委
員

　
新
し
い
側
溝
蓋
も
敷

設
し
て
あ
っ
た
が
、
側
溝
蓋

と
舗
装
面
に
段
差
が
見
ら
れ

た
。
段
差
の
解
消
を
行
な
っ

た
上
で
移
管
し
て
欲
し
い
。

委
員

　
県
と
の
確
約
書
を
結

ん
で
か
ら
約
20

年
経
過
し
、

状
況
は
変
化
し
て
い
る
。
移

管
直
後
に
苦
情
が
出
る
事
も

考
え
ら
れ
る
の
で
、
再
度
、

県
と
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
。

委
員

　
現
地
を
見
て
、
最
低

限
の
こ
と
は
し
て
い
る
と
感

じ
た
。
今
後
、
市
民
の
生
活

に
支
障
が
あ
れ
ば
、
市
の
維

持
管
理
で
や
れ
ば
よ
い
。

委
員

　
不
十
分
な
部
分
も

あ
っ
た
が
地
域
か
ら
の
要
望

カ
所
は
解
消
さ
れ
、
現
在
、

新
し
い
要
望
は
な
い
。
今
後
、

要
望
が
あ
れ
ば
市
で
対
応
す

れ
ば
よ
い
。

委
員
会
と
し
て

反
対
討
論
が
２
名
、
賛
成

討
論
が
１
名
あ
り
、
採
決
の

結
果
、
賛
成
反
対
同
数
で

あ
っ
た
。
旧
現
場
打
ち
側
溝

の
改
良
や
、
側
溝
蓋
と
舗
装

面
の
段
差
の
解
消
な
ど
、
委

員
会
で
出
た
意
見
を
条
件
に

付
す
と
い
う
こ
と
で
、
委
員

長
裁
決
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
め
ま
し
た
。

市道栄町・大曲線の位置

原案可決

全会一致

阿久根市森林環境譲

与税基金条例の制定

主
な
質
疑
と
答
弁

委
員

　
こ
の
基
金
の
活
用
方

法
は
。

課
長　

林
道
橋
の
整
備
に
充

当
し
、
併
せ
て
森
林
経
営
管

理
制
度
の
観
点
か
ら
重
点
地

区
の
造
林
調
査
を
行
う
。
令

和
６
年
度
以
降
は
約
１
千
万

円
単
位
で
交
付
さ
れ
る
と
思

わ
れ
る
の
で
い
ろ
い
ろ
な
施

策
を
計
画
し
て
い
き
た
い
。

委
員

　
森
林
組
合
や
林
業
関

係
者
に
は
、
か
な
り
の
恩
恵

を
受
け
る
の
で
は
と
期
待
し

て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
が
、

森
林
保
全
対
策
は
令
和
６
年

度
以
降
に
始
ま
る
の
か
。

係
長　

令
和
元
年
度
か
ら
事

業
は
先
に
進
め
て
い
く
。
こ

の
事
業
は
最
終
的
に
は
収
益

が
あ
る
の
か
な
い
の
か
を
分

別
し
た
り
、
森
林
所
有
者
自

ら
が
森
林
を
管
理
で
き
な
い

場
合
、
そ
の
森
林
を
市
に
委

ね
て
い
た
だ
き
市
で
管
理
し

た
り
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
前
に
森
林
に
対
す
る
意
欲

が
低
下
し
て
い
る
と
こ
ろ
や
、

手
が
行
き
届
い
て
い
な
い
と

こ
ろ
、
全
く
管
理
さ
れ
て
い

な
い
と
こ
ろ
等
を
把
握
す
る

必
要
が
あ
る
。
阿
久
根
市
を

10
年
か
ら
15
年
の
区
域
に
分

け
、
区
域
ご
と
に
県
内
一
斉

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う

が
、
こ
れ
ら
の
調
査
が
終
わ

ら
な
い
と
施
業
で
の
収
益
が

う
ま
く
い
か
な
い
。
状
況
に

応
じ
て
機
器
を
そ
ろ
え
た
り
、

道
路
の
補
修
を
し
た
り
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
と
考
え
て

い
る
。

課
長　

法
律
に
よ
り
毎
年
度

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
使
途

に
つ
い
て
公
表
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
り
、
国
の
会

計
検
査
も
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
り
す
る
の
で
、

国
の
Ｑ
＆
Ａ
や
県
の
指
導
等

を
聴
き
な
が
ら
慎
重
に
執
行

し
て
参
り
た
い
。

委
員

　
基
金
に
属
す
る
現
金

は
、
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ

の
他
最
も
確
実
か
つ
有
利
な

方
法
に
よ
り
保
管
す
る
か
、

ま
た
、
必
要
に
応
じ
最
も
確

実
か
つ
有
利
な
有
価
証
券
に

変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
あ

る
が
、
確
実
に
増
え
る
方
法

が
あ
っ
た
ら
、
外
資
や
株
式

等
に
投
資
で
き
る
と
い
う
事

か
。

課
長　

阿
久
根
市
の
基
金
の

運
用
に
つ
い
て
は
、
会
計
管

理
者
を
中
心
と
し
た
基
金
管

理
運
用
会
議
で
決
定
す
る
。

こ
れ
ま
で
株
と
か
の
運
用
は

無
い
か
と
思
う
。

　管理された森林
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討
論
と
は

議
会
の
会
議
に
お
い

て
採
決
の
前
に
、
議
題

と
な
っ
て
い
る
案
件
に

対
し
賛
成
か
反
対
か
の

自
己
意
見
を
表
明

す
る
こ
と
。

討　　論討　　論

　に

賛
　
成

提
案
の
花
田
清
治
氏
は
、

市
の
職
員
と
し
て
の
行
政
事

務
37
年
の
経
験
が
あ
り
、
水

道
課
長
、
議
会
事
務
局
長
、

消
防
本
部
消
防
長
と
し
て
の

勤
務
が
あ
る
。

特
に
財
政
課
長
と
し
て
財

政
力
の
弱
い
本
市
の
行
財
政

改
革
の
推
進
に
取
り
組
み
、

予
算
編
成
や
執
行
管
理
は
元

よ
り
、
財
産
管
理
の
責
任
者

と
し
て
の
職
務
を
担
っ
て
き

た
こ
と
か
ら
、
同
氏
は
、
監

査
委
員
に
適
任
だ
と
思
う
。

新
路
は
市
街
地
へ
の
家
屋

移
転
や
跨
線
橋
な
ど
に
多
額

を
費
や
し
完
成
し
た
。
完
成

後
は
、
通
勤
時
間
帯
の
渋
滞

や
歩
行
者
へ
の
危
険
性
が
あ

る
程
度
解
消
さ
れ
た
。

新
路
完
成
後
は
、
旧
道
を

市
道
に
移
管
す
る
約
束
で

あ
っ
た
が
、
側
溝
未
整
備
区

間
な
ど
に
つ
い
て
整
備
し
て

か
ら
移
管
し
て
欲
し
い
と
の

要
望
が
あ
っ
た
た
め
、
完
成

賛
成

賛
成

濵
﨑　

國
治
議
員

仮
屋
園　

一
徳
議
員

議
案
第
41
号

議
案
第
43
号

後
10
年
近
く
経
ち
、
よ
う
や

く
整
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
の
不
具
合
に
つ
い
て
は
、

市
道
と
し
て
管
理
し
て
い
く

と
の
こ
と
で
あ
る
。

条
例
の
制
定
は
、
雇
用
や

人
事
関
係
の
円
滑
な
運
営
に

貢
献
す
る
と
歓
迎
す
る
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
を
含

む
非
常
勤
職
員
に
対
す
る
報

酬
、
費
用
弁
償
等
や
期
末
手

当
の
支
給
を
明
確
に
定
め
た

こ
と
は
、
待
遇
改
善
が
図
ら

れ
、
安
定
的
な
給
与
と
人
材

の
確
保
や
、
政
府
が
進
め
る

働
き
方
改
革
に
も
繋
が
る
も

の
と
考
え
る
。

賛
成

濵
﨑　

國
治
議
員

議
案
第
45
号

弁
明
を
聞
い
た
が
全
く
反

省
の
色
も
な
く
、
事
件
発
生

後
、
地
域
の
行
事
の
中
で
も

同
じ
様
な
事
を
繰
り
返
し
た

と
い
う
こ
と
は
、
全
く
反
省

し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

反
省
と
自
覚
を
強
く
求
め

る
。

議
員
全
員
協
議
会
で
反
省

の
弁
を
述
べ
ら
れ
な
が
ら
、

市
長
に
対
し
て
は
謝
罪
が
な

か
っ
た
。
議
会
の
弁
明
で
も
、

謝
罪
の
気
持
ち
は
感
じ
ら
れ

な
か
っ
た
。
議
員
本
人
が
、

そ
の
つ
も
り
で
は
な
か
っ
た

と
い
う
気
持
ち
で
も
、
ご
家

族
が
恐
怖
を
覚
え
た
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
。
議
員
と
し

て
の
責
任
を
問
わ
れ
て
も
い

た
し
か
た
な
い
。

賛
成

賛
成

木
下　

孝
行
議
員

白
石　

純
一
議
員

決
議
第
２
号

議案第41号

「監査委員の選任について」の内容

監査委員の任期満了に伴い、新たな

監査委員を選任するもの。

議案第43号「市道路線に認定について」の内容

県との移管協議が整ったため、旧県道となった栄町大曲線（Ａ

コープ阿久根店前の道路）を市道に認定しようとするもの。この

移管は、現在の新しい県道をつくる際の県との約束事であった。
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て
採
決
の
前
に
、
議
題

と
な
っ
て
い
る
案
件
に

対
し
賛
成
か
反
対
か
の

自
己
意
見
を
表
明

す
る
こ
と
。

単
に
自
己
の
賛

否
の
意
見
を
明
ら

か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

意
見
の
異
な
る
相
手
を

自
己
の
意
見
に
同
調
さ

せ
よ
う
と
努
め
る
こ
と

に
そ
の
意
義
が
あ
る
。

（
地
方
議
会
運
営
辞
典
抜
粋
）

討　　論討　　論

議案　

反
　
対

議案第45号

「阿久根市会計年度任用職員の給与，旅費及び費用弁償に関する条例の制定

について」の内容

法律の改正に伴い、新たに設けられる会計年度任用職員に係る分限（法律上の地位）、

懲戒、育児休業についての規定を設けるなど、関係条例の整備等を行うためのもの。

阿
久
根
の
人
材
は
、
市
や

県
の
職
員
О
Ｂ
だ
け
な
の
か
。

近
隣
自
治
体
で
は
Ｊ
Ａ
の

退
職
者
が
任
命
さ
れ
て
い
る

例
も
あ
る
が
、
阿
久
根
も
Ｊ

Ａ
・
漁
協
・
商
工
会
議
所
・

銀
行
の
退
職
者
と
、
人
材
は

豊
富
で
あ
る
。

地
方
自
治
は
、
改
革
と
創

生
、
そ
し
て
新
し
い
感
覚
で

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
市

民
に
市
政
に
参
加
し
て
も
ら

い
た
い
。

側
溝
と
道
路
の
段
差
が
ひ

ど
く
、
蓋
も
ま
ば
ら
で
あ
り
、

電
動
車
や
歩
行
者
が
負
傷
す

る
恐
れ
が
あ
る
。
県
と
の
約

束
は
20
年
前
の
こ
と
で
あ
り
、

現
状
を
見
て
判
断
す
る
べ
き

で
あ
る
。

反
対

反
対

山
田　

勝
議
員

濱
門　

明
典
議
員

議
案
第
41
号

議
案
第
43
号

部
分
的
に
は
落
と
し
蓋
式

側
溝
を
敷
設
し
直
し
て
い
た

が
、
蓋
は
か
ぶ
せ
て
あ
る
も

の
の
サ
イ
ズ
が
合
わ
ず
、
隙

間
に
木
材
等
を
詰
め
て
い
る

も
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
補

修
に
よ
り
段
差
が
生
じ
、
高

齢
者
が
つ
ま
づ
く
危
険
性
や
、

電
動
カ
ー
や
押
し
車
が
運
転

し
づ
ら
い
の
で
改
善
し
て
ほ

し
い
と
の
要
望
も
あ
る
。

確
約
書
を
結
ん
で
か
ら
約

20
年
経
ち
、
状
況
も
変
わ
っ

て
い
る
た
め
、
再
度
協
議
し

直
し
、
問
題
を
解
決
し
て
か

ら
移
管
す
る
べ
き
だ
。

反
対

中
面　

幸
人
議
員

第
10
条
は
、
２
行
足
ら
ず

で
済
む
こ
と
を
非
常
に
分
か

り
に
く
く
14
行
も
使
っ
て
書

い
て
あ
る
。
し
か
し
実
際
の

割
増
基
準
は
書
い
て
な
い
。

正
規
職
員
に
準
ず
る
よ
う
だ

が
、
割
増
率
は
条
例
で
は
な

く
規
則
で
や
っ
て
い
る
。
お

手
盛
り
行
政
だ
と
思
う
。

議
会
に
は
責
任
と
権
限
が

あ
る
。
法
の
基
本
に
沿
っ
た

分
か
り
や
す
い
条
例
に
正
す

こ
と
が
出
来
る
。
否
決
し
て

書
き
直
し
を
命
じ
る
べ
き
だ
。

公
共
施
設
は
誰
で
も
平
等

に
活
用
で
き
る
の
が
大
切
。

図
書
館
の
よ
う
に
無
料
あ
る

い
は
極
端
に
安
く
し
て
活
用

を
促
し
、
市
民
の
オ
ア
シ
ス

と
す
べ
き
で
あ
る
。
値
上
げ

議
案
に
は
反
対
だ
。

市
長
を
し
て
い
れ
ば
家
族

が
多
大
の
影
響
を
受
け
る
の

を
避
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、

こ
れ
も
覚
悟
の
上
で
市
長
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

市
長
の
母
親
に
電
話
で
質

問
し
た
こ
と
に
何
の
問
題
が

あ
る
の
か
。

反
対

反
対

反
対

竹
原　

信
一
議
員

竹
原　

信
一
議
員

竹
原　

信
一
議
員

議
案
第
45
号

議
案
第
46
号

決
議
第
２
号

議案第46号

「消費税及び地方消費税の税率の改正に伴う関係条

例の整備に関する条例の制定について」の内容

消費税及び地方消費税の税率が８％から10％に引き上げ

られることに伴い、公の施設の使用料等の改定を行うもの。

決議第２号「濱門明典議員に対

する問責決議」の内容
濱門明典議員の言動について、社

会規範に反し、かつ議員活動を著し

く逸脱するものと考え、反省と議員

としての自覚を求めるもの。
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令和元年第３回定例会　議案・審議・議決結果

議
案
等
番
号

内容

議員名（議席番号順）

議
決
結
果

竹
之
内
和
満

川
上
　
洋
一

濱
門
　
明
典

白
石
　
純
一

濵
田
　
洋
一

竹
原
　
信
一

濵
﨑
　
國
治

中
面
　
幸
人

牟
田
　
　
学

岩
﨑
　
健
二

木
下
　
孝
行

濵
之
上
大
成

山
田
　
　
勝

仮
屋
園
一
徳

野
畑
　
　
直

議40 教育委員会の委員の任命 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 同意

議41 監査委員の選任 賛成11：反対３（無記名投票による） － 同意

議42 固定資産評価審査委員会の委員の選任 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可決

議43 市道路線の認定 ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ － 可決

議44
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律

の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例の制定
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可決

議45
阿久根市会計年度任用職員の給与、旅費及び費用弁

償に関する条例の制定
◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 可決

議46
消費税及び地方消費税の税率の改正に伴う関係条例

の整備に関する条例の制定
◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 可決

議47 阿久根市税条例等の一部を改正する条例の制定 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可決

議48 阿久根市印鑑条例の一部を改正する条例の制定 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可決

議49
阿久根市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関

する条例の一部を改正する条例の制定
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可決

議50 阿久根市森林環境譲与税基金条例の制定 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可決

議51 令和元年度阿久根市一般会計補正予算（第２号） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可決

議52
令和元年度阿久根市簡易水道特別会計補正予算（第

１号）
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可決

議53
平成30年度阿久根市水道事業会計未処分利益剰余金

の処分
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可決

決２ 濱門明典議員に対する問責決議 ◇ ◇ － ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 可決

陳情第14号「いかくら阿久根」に関する陳情書につ

いて閉会中の継続審査を求める件
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 決定

地方創生に関する調査特別委員会設置の件 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 決定

議員派遣の件 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 決定

【表の見方】　報：報告　議：議案　陳：陳情　決：決議　＊：全会一致　◇：賛成　◆：反対　－：表決権なし

○野畑直議員は議長職のため特別多数議決を除く議案については、表決（賛成、反対の意思表示）権はありません。

〇決２は濱門議員は除斥により表決権はありません。
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一 般 質 問一 般 質 問

令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、
７
名

の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

【
質
問
者
】　
　
　
　

（
質
問
順
）

①
　
岩
﨑
　
健
二
　
議
員

②
　
山
田
　
　
勝
　
議
員

③
　
竹
原
　
信
一
　
議
員

④
　
濵
﨑
　
國
治
　
議
員

⑤
　
濱
門
　
明
典
　
議
員

⑥
　
竹
之
内
和
満
　
議
員

⑦
　
白
石
　
純
一
　
議
員

掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が

行
っ
た
一
般
質
問
の
主
な
項
目
に
つ
い
て
の
質
問

と
答
弁
の
要
旨
で
あ
り
、
質
問
者
が
ま
と
め
、
広

報
広
聴
委
員
会
が
編
集
し
た
も
の
で
す
。

各議員が市政を問う各議員が市政を問う

一
般
質
問
動
画
の
視
聴
に
つ
い
て

議
員
写
真
の
左
下
に
あ
る
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
読
み
取
る
と
各
議
員
の
一
般

質
問
を
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
視
聴
で
き
ま
す
。

視
聴
の
際
は
デ
ー
タ
通
信
料
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
御
了
承
下
さ
い
。

岩
﨑

　
サ
ン
セ
ッ
ト
牛
之
浜

景
勝
地
道
の
駅
は
、
観
光
拠

点
と
し
て
の
魅
力
溢
れ
た
施

設
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

市
長　

本
年
７
月
末
に
全
体

構
想
を
策
定
し
、
整
備
促
進

協
議
会
で
承
認
を
受
け
、
今

後
、
補
正
予
算
に
よ
り
、（
仮

称
）
大
川
イ
ン
タ
ー
付
近
の

新
た
な
道
の
駅
候
補
地
へ
の

答令和２年度基本計画策定

問牛之浜景勝地の進捗は

動画視聴

⬅
岩﨑　健二　議員

新道の駅予定地付近

新

道

の

駅

新

道

の

駅

ア
ク
セ
ス
道
路
の
検
討
及
び

建
築
物
等
の
可
能
性
を
探
る

た
め
の
地
質
調
査
を
実
施
す

る
計
画
で
あ
る
。
併
せ
て
基

本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
、

令
和
２
年
度
末
（
令
和
３
年

３
月
）
ま
で
に
計
画
の
策
定

を
進
め
て
行
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
今
後
の
地
方
創
生
を
進
め

よ・
観
光
拠
点
を
ど
う
考
え
る

か
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竹
原

　
市
外
に
住
む
職
員
は
。

市
長　

２
１
０
人
中
10
人
だ
。

竹
原

　
西
平
市
長
が
採
用
し

た
職
員
数
は
。

市
長　

87
人
で
あ
る
。

竹
原

　
阿
久
根
市
人
口
の
推

移
と
見
通
し
は
。

企
画
課
長　

県
の
人
口
移
動

調
査
で
は
、
平
成
21
年
２
万

３
１
５
０
人
、
平
成
30
年
が

１
万
９
９
０
４
人
、
国
立
社

山
田

　
市
長
が
漁
業
は
阿
久

根
の
基
幹
産
業
と
言
わ
れ
る

が
、
漁
業
者
へ
の
支
援
が
近

隣
自
治
体
と
比
べ
感
じ
な
い
。

漁
業
保
険
適
用
外
の
修
理
、

漁
具
購
入
の
支
援
、
改
善
資

金
の
利
子
補
給
、
新
し
い
雇

用
制
度
創
設
は
考
え
な
い
か
。

市
長　

北
さ
つ
ま
漁
協
を
通

じ
共
同
利
用
す
る
設
備
の
補

助
、
氷
代
の
補
助
、
新
規
漁

答正規職員採用は87人

答比較的　充実している

問西平市長採用の職員数は

問補助金の充実で活性化を

動画視聴

⬅

動画視聴

⬅

竹原　信一　議員

山田　　勝　議員

会
保
障
人
口
問
題
研
究
所
の

人
口
推
計
で
は
、
令
和
27
年

が
１
万
５
２
９
人
と
さ
れ
て

い
る
。

竹
原

　
増
税
で
庶
民
の
暮
ら

し
は
ど
う
な
る
か
。

市
長　

何
ら
か
の
影
響
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

竹
原

　
市
税
の
減
税
に
取
り

組
ま
な
い
の
か
。

市
長　

市
独
自
の
減
税
は
考

え
て
い
な
い
。

行
政
と
自
治
会

竹
原

　
自
治
会
費
の
実
態
は
。

総
務
課
長　

平
成
24
年
調
査

で
、
区
費
な
し
１
区
、
千
円

業
就
業
支
援
交
付
金
な
ど
支

援
し
て
い
る
。
国
で
漁
船
、

漁
具
等
の
リ
ー
ス
に
よ
る
支

援
、
機
器
等
の
経
費
を
助
成

な
ど
、
比
較
的
充
実
し
て
い

る
。
漁
業
者
か
ら
こ
の
よ
う

な
要
望
は
少
な
い
。

山
田

　
国
・
市
の
政
策
が
漁

業
者
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

も
っ
と
漁
業
者
の
中
に
入
り

込
む
努
力
が
必
要
で
は
。

水
産
林
務
課
長　

漁
協
と
協

力
し
て
周
知
し
て
い
き
た
い
。

山
田

　
国
の
制
度
の
利
用
は
、

ま
き
網
船
団
一
社
だ
け
。
氷

代
は
利
用
量
に
よ
っ
て
補
助

す
る
だ
け
だ
か
ら
面
倒
で
は

な
い
。
事
務
手
続
き
の
面
倒

な
の
は
も
っ
と
膝
を
交
え
て

未
満
18
区
、
千
円
〜
２
千
円

未
満
43
区
、
２
千
円
〜
３
千

円
未
満
12
区
、
３
千
円
以
上

が
１
区
で
あ
る
。

竹
原

　
転
入
者
へ
情
報
提
供

を
し
な
い
の
か
。

総
務
課
長　

行
っ
て
い
な
い

が
、
提
供
は
必
要
と
認
識
し

て
い
る
。

捕
獲
隊
か
ら
の
陳
情

竹
原

　
市
長
は
責
任
か
ら
逃

げ
て
い
な
い
か
。

市
長　

有
害
鳥
獣
捕
獲
協
会

の
問
題
で
あ
る
。
市
は
組
織

の
在
り
方
等
に
つ
い
て
発
言

す
る
権
限
が
な
い
。

話
を
聞
か
な
い
と
い
け
な
い
。

市
長　

え
び
す
祭
り
、
三
月

十
日
祭
り
な
ど
参
加
し
膝
を

交
え
て
話
を
聞
い
て
い
る
。

学
校
の
危
機
管
理
体
制

山
田

　
７
月
３
・
４
日
大
雨

の
休
校
。
４
日
出
水
市
・
長

島
町
は
出
校
。
雨
は
上
が
り

昼
前
か
ら
晴
天
。
休
校
決
定

の
経
過
を
尋
ね
た
い
。

教
育
長　

通
学
路
の
被
害
確

認
が
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
、

避
難
勧
告
が
発
令
中
で
あ
る

と
の
理
由
で
児
童
・
生
徒
の

安
全
・
安
心
の
確
保
の
た
め
、

臨
時
休
校
と
し
た
。

阿久根旧港に係留する漁船

阿久根市の人口予測と将来固定資産税は？

人
口
減
の
な
か

人
口
減
の
な
か

漁

業

支

援

漁

業

支

援

？

19 年前

２万 6270 人
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濱
門

　
前
回
の
答
弁
に
て
、

何
か
手
を
打
っ
た
か
。

市
長　

農
業
関
係
の
方
も
大

き
な
影
響
が
あ
る
。
施
設
は

開
い
て
い
る
が
協
会
の
中
で

持
ち
込
め
な
い
と
話
し
合
わ

れ
た
よ
う
だ
。

濱
門

　
こ
の
施
設
の
代
表
は

誰
か
。

水
産
林
務
課
課
長　

（
一
社
）

い
か
く
ら
阿
久
根
の
代
表
は

答いかくら阿久根に帰属

問謝金・経費は誰のもの

動画視聴

⬅
濱門　明典　議員

牧
尾
正
恒
氏
で
あ
る
。

濱
門

　
捕
獲
隊
の
考
え
は
、

こ
の
施
設
に
は
協
力
し
た
く

な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
が
。

市
長　

い
か
く
ら
阿
久
根
と

捕
獲
協
会
と
の
話
だ
。
所
有

者
名
義
に
な
っ
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
行
政
が
踏
み
込
め

る
も
の
で
は
な
い
。

濱
門

　
捕
獲
謝
金
と
出
動
経

費
は
誰
の
も
の
か
。

市
長　

事
業
主
体
で
交
付
を

受
け
た
、
い
か
く
ら
阿
久
根

に
帰
属
す
る
も
の
。
２
９
年

度
分
か
ら
個
人
に
支
払
っ
て

い
る
。

水
産
林
務
課
課
長　

捕
獲
謝

金
と
活
動
経
費
の
分
配
方
法

は
各
隊
員
が
押
印
し
了
解
さ

れ
て
い
る
と
思
う
。

濱
門

　
市
に
出
す
文
章
も
市

の
職
員
が
つ
く
り
、
押
印
も

市
の
職
員
が
し
て
い
た
。

水
産
林
務
課
課
長　

押
印
に

つ
い
て
平
成
25
年
度
分
の
み

で
あ
る
。

濱
門

　
こ
の
よ
う
な
事
が

あ
っ
て
は
駄
目
だ
。
職
員
に

よ
る
押
印
も
認
め
て
い
る
。

市
長　

当
該
職
員
に
つ
い
て

は
、
処
分
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
市
営
住
宅
の
防
犯
灯
、
放

置
自
転
車
等
対
策
を

・
大
川
中
跡
地
利
用
を
急
げ

一刻も早く、本来の目的のために活用してほ

しい「いかくら阿久根」

濵
﨑

　
旧
阿
久
根
高
校
の
３

棟
の
内
、
特
別
教
室
棟
利
活

用
の
課
題
と
、
簡
易
宿
泊
施

設
等
へ
の
改
修
工
事
の
概
算

費
用
約
９
千
６
百
万
円
の
調

査
報
告
が
あ
っ
た
。
市
長
は

こ
の
報
告
書
を
今
後
ど
の
よ

う
に
活
用
さ
れ
る
の
か
。

市
長　

現
況
の
把
握
だ
け
で

な
く
、
利
活
用
を
想
定
し
、

改
修
事
業
費
の
概
算
を
算
出

答跡地利活用者確保が課題

問概算改修費用算出今後は

動画視聴

⬅
濵﨑　國治　議員

し
た
。
具
体
的
な
検
討
を
進

め
る
に
は
、
実
際
に
跡
地
を

利
活
用
す
る
者
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
。

弁
論
大
会
の
中
止

濵
﨑

　
過
去
37

回
開
催
さ
れ

て
き
た
小
中
学
校
の
弁
論
大

会
が
中
止
さ
れ
た
理
由
は
。

教
育
長　

児
童
生
徒
の
熱
中

症
防
止
や
移
動
時
間
の
安
全

面
か
ら
見
送
っ
た
。

濵
﨑

　
中
学
校
の
運
動
会
が

９
月
の
最
終
日
曜
日
か
ら
９

月
の
第
２
日
曜
日
に
な
り
、

熱
中
症
が
心
配
さ
れ
る
。
熱

中
症
や
台
風
対
策
か
ら
も
５

月
開
催
は
考
え
な
い
か
。

教
育
長　

開
催
時
期
は
学
校

で
考
え
る
が
、
５
月
は
、
一

番
重
視
し
て
い
る
修
学
旅
行

が
あ
り
難
し
い
。

旧
佐
潟
ゴ
ル
フ
場

濵
﨑

　
旧
佐
潟
ゴ
ル
フ
場
開

発
予
定
地
関
連
の
登
記
事
務

を
進
め
る
と
共
に
、
一
体
の

土
地
の
集
積
を
図
り
観
光
振

興
に
つ
な
げ
る
考
え
は
。

市
長　

計
画
用
地
の
中
に
は
、

抵
当
権
や
仮
登
記
な
ど
の
土

地
が
混
在
し
て
い
る
。
今
後
、

土
地
の
集
積
な
ど
の
活
用
に

向
け
、
手
続
き
を
着
実
に
進

め
た
い
。

整備が待たれる特別教室棟

高

校

跡

地

高

校

跡

地

有
害
鳥
獣
捕
獲

有
害
鳥
獣
捕
獲
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白
石

　
Ｈ
Ｋ
Ｒ
社
の
応
募
は

無
効
だ
っ
た
が
、
市
は
応
募

２
者
と
、
事
実
と
異
な
る
発

表
を
し
た
。

財
政
課
長　

要
項
と
異
な
る

が
、
地
域
振
興
に
資
す
る
業

者
選
定
の
意
向
に
基
づ
い
た
。

白
石

　
公
募
ル
ー
ル
無
視
し

た
業
者
の
優
遇
だ
。 
選
定

委
員
長
の
市
長
は
、
１
月
応

募
の
地
元
業
者
提
案
書
を
、

竹
之
内

　
国
連
で
採
択
し
た

持
続
可
能
な
開
発
目
標
で
あ

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
本
市
に
お
け

る
取
り
組
み
状
況
は
。

市
長　

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
の
中
に
お
い
て
基
本
的
な

目
標
や
施
策
と
関
連
づ
け
な

が
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
取
り
入
れ

て
い
き
た
い
。

竹
之
内

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
市
だ

け
で
な
く
、
企
業
や
団
体
・

答中身　見ていない

答市の政策に関連づける

問応募書　選定までに見たか

問推進の取り組みは

動画視聴

⬅

動画視聴

⬅

白石　純一　議員

竹之内　和満　議員

３
月
の
選
定
ま
で
に
見
た
か
。

市
長　

中
身
を
見
て
い
な
い
。

白
石

　
市
民
の
関
心
高
い
事

業
へ
の
応
募
書
類
を
、
選
定

委
員
会
ま
で
に
（
そ
し
て
委

員
会
で
も
）
見
て
い
な
い
の

は
無
責
任
。
事
業
提
案
書
を

選
定
委
員
へ
配
布
せ
ず
、
委

員
会
で
の
検
討
も
せ
ず
結
論

を
出
し
た
の
は
荒
唐
無
稽
、

真
摯
に
応
募
し
た
市
民
事
業

者
に
無
礼
千
万
、
行
方
を
注

目
し
て
い
た
市
民
の
思
い
を

軽
視
す
る
行
為
だ
。
市
民
の

財
産
を
預
か
り
利
活
用
す

る
、
公
正
で
最
善
か
つ
遅
滞

な
き
施
策
を
取
っ
た
か
、
行

政
ト
ッ
プ
と
し
て
の
責
任
感
、

倫
理
観
も
含
め
て
、
市
長
は

個
人
に
広
げ
て
い
く
必
要
が

あ
る
が
、
研
修
等
の
予
定
は

な
い
か
。

企
画
調
整
課
長　

市

民

の

方
々
や
団
体
に
お
い
て
理
解

が
促
進
さ
れ
る
よ
う
普
及
に

努
め
た
い
。

竹
之
内

　
内
閣
府
で
選
定
す

る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」

を
目
指
す
つ
も
り
は
な
い
か
。

企
画
調
整
課
長　

引
き
続
き

調
査
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

移
住
定
住
　
促
進
策
は

竹
之
内

　
移
住
定
住
の
促
進

に
向
け
た
広
報
活
動
は
。

市
長　

移
住
交
流
機
構
の
交

流
フ
ェ
ア
へ
の
出
店
や
県
の

サ
イ
ト
へ
登
録
し
て
い
る
。

竹
之
内

　
性
質
の
違
う
Ｕ

タ
ー
ン
者
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
そ

れ
ぞ
れ
に
政
策
を
考
え
て
い

く
必
要
は
な
い
か
。

企
画
調
整
課
長　

移
住
者
の

状
況
に
応
じ
た
支
援
を
考
え

て
い
き
た
い
。

竹
之
内

　
移
住
者
へ
の
支
援

相
談
を
行
う
専
門
的
な
移
住

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設
置

し
て
は
ど
う
か
。

企
画
調
整
課
長　

移
住
者
の

動
向
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
は
円

滑
な
定
住
に
繋
が
る
の
で
、

引
き
続
き
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
可
能
か
検
討
し
た
い
。

2015年に国連サミットで採択され、2030年ま

でに達成すべき「持続可能な達成目標」。17の

目標と詳細な169のターゲットがある。

市が「より明るい展望と将来がある」とし

たＨＫＲの提案説明は、黒塗りで一字一句

たりとも公表されていない。このどこに明

るい展望がかくされているのか。

国
宿
舎
跡
公
募

国
宿
舎
跡
公
募

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

今
回
の
公
募
で
一
切
問
題
は

無
か
っ
た
と
考
え
る
か
。

市
長　

適
切
に
判
断
し
た
と

思
っ
て
い
る
。

白
石

　
Ｈ
Ｋ
Ｒ
社
と
の
協
定

で
は
、
同
社
が
中
国
本
土
や

中
国
政
府
傘
下
に
な
っ
て
も

当
市
は
知
ら
さ
れ
な
い
。
市

長
、
副
市
長
に
そ
の
心
配
は

な
か
っ
た
か
。

財
政
課
長　

市
が
提
供
し
た

情
報
が
国
内
法
令
や
本
協
定

に
違
反
し
て
、
外
部
に
漏
れ

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
青
果
市
場
跡
地
、
旧
港
含

む
一
帯
整
備
を
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二
次
元
コ
ー
ド
に
よ
る
阿
久
根

市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン

ク
し
て
み
ま
し
た
。
よ
り
よ
い
市

政
づ
く
り
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
50
代　

女
性
）

大
川
中
学
校
の
閉
校
の
記
事
を
見
て
、
人

口
減
と
は
い
え
寂
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

（
70
代　

女
性
）

改
め
て
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で

み
る
と
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
審
議

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

「
行
政
・
議
会
の
基
礎
知
識
」
は

と
て
も
役
立
ち
ま
す
。

（
50
代　

男
性
）

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
簡
単
に
動
画
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
良
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
問
と
答
、
色
分

け
さ
れ
て
て
見
や
す
い
で
す
。

初
め
て
ク
イ
ズ
に
参
加
し
ま
し

た
が
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
方
に

参
加
し
て
も
ら
え
る
と
い
い
で
す

ね
♪

（
50
代　

女
性
）

一
般
質
問
で
あ
っ
た
、
防
犯
カ
メ
ラ
導

入
は
い
い
と
思
い
ま
す
。

（
30
代　

男
性
）

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
、
動
画
で
も
確
認
で
き

理
解
し
や
す
い
。

阿
久
根
に
は
美
し
い
海
水
浴
場
が
あ
る

の
で
、
も
っ
と
観
光
に
活
用
し
て
頂
き
た

い
。

（
40
代　

男
性
）

議
会
だ
よ
り
に
『
ク
イ
ズ
』
が
あ
っ
た

事
は
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

楽
し
み
で
す
。

内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
出
て
い
る
意

見
の
様
で
面
白
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

（
60
代　

女
性
）

203号に寄せられた、皆さまの貴重なご意見を紹介します。

204号でも、たくさんの応募・ご意見をお待ちしております。

（今号のクイズは

16ページに）

クイズ応募者からの声を紹介

二
次
元
コ
ー
ド
で
の
ア
ク
セ
ス
の
仕
方

AndroidiPhoneそ
れ
ぞ
れ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ア

プ
リ
を
起
動
し
（
右
写
真
）
、
二
次
元

コ
ー
ド
を
読
み
取
る
（
左
写
真
）
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス

で
き
ま
す
。
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５日　本会議（提案説明・質疑）

10日　本会議（一般質問）

11日　本会議（一般質問）

12日　委員会

13日　委員会

20日　本会議（審査報告・表決）

※日程については、変更になる場

合があります。

市議会は、市の予算や施策に

ついて話し合い、決定する大切

な場所です。ぜひ傍聴にお越し

ください。

来られない方は、市ホーム

ページ内、市議会ページの議会

中継、中継録画をご利用くださ

い。

議 会 を 傍 聴 し て み ま せ ん か

議会生中継への二次元

コードはこちら　　→

中継録画への二次元

コードはこちら　→

学校の社会科見学やPTA、各種団体等の研修でも傍聴できます。

会議録は市役所・三笠支所・大川出張所・図書館で閲覧できます。

傍聴席は市役所４階になります。

〈応募内容〉

①　クイズ Q１，２，３の答え

②　議会だよりへの感想か市政へのご意見・ご要望

③　住所・氏名・性別・年齢・電話番号を記入頂き、右

記のいずれかの方法で応募下さい。

④　応募締切は12月13日です。（消印有効）

＊ご感想・ご意見・ご要望は誌面でご紹介

させていただく場合があります。

〈応募方法〉

・ハガキ：〒８９９－１６９６

阿久根市鶴見町２００番地

阿久根市役所議会事務局宛

・ＦＡＸ：０９９６－７２－２０２９

・メール：gikai@city.akune.kagoshima.jp

〈応募資格〉

阿久根市民に限ります。

議会だよりの内容から出題されるクイズにチャレンジしてみませんか。答えはこの議会だよりの中に。

よく読んで答えを見つけてみよう！正解者の中から５名様に商品券（1,000円）が当たります。

Ｑ１　国の（　　）無償化に伴い、施設等利用給付費745万円余が一般会計予算に追加補正された。

Ｑ２　（　　）環境譲与税基金条例が制定され、（　　）所有者自らが（　　）を管理できない場合、

その（　　）を市に委ねて市が管理することができる。※（　）は全て同じ語句が入ります。

Ｑ３　（　　）とは、議会の会議において採決の前に、議題となっている案件に対し、賛成か反対

の自己意見を表明すること。

～前回（203号）の答え～

Ｑ１　３　/　Ｑ２　善化　/　Ｑ３　大川

クイズ 議会だよりfrom

12月定例会のお知らせ12月定例会のお知らせ
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